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児童・生徒数（平成２７年５月１日 現在） 単位：人

 一小 二小 三小 四小 五小 小学校計 瑞中 二中 中学校計 小・中学校合計
 394 259 376 504 196 1,729 466 478 944 2,673

再生紙、環境にやさしい「大豆インク」を使っています。
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教育委員会定例会・臨時会報告

　今年の春も、黄色い帽子を被った新一年生が、元気
に学校へ通う姿が見られました。毎年のこととはいえ、
とても微笑ましく感じました。
　町では、こうした子どもたちが安心して通学できる
よう、通学路や公園に防犯カメラを設置し、見守り活
動と合わせ、子どもたちの安全を守っていきます。
　また、４月には約６０年ぶりに教育委員会制度が改
正され、学校内での「いじめ」など、重大事案が発生
した場合、町長が主催する「総合教育会議」の中で、

町と教育委員会が一体となって対応
する仕組みがスタートしました。
　子どもたちを取り巻く犯罪が増加
している中で、子どもたちが安心し
て学べる教育環境の整備と、健全な
育成のため、その職務を果たしてい
きたいと思います。

【問合せ　教育課　☎557-6682】

第７回：瑞穂町教育委員会　教育委員長　森田　義男

 すず き あ み か

第１回：一小　６年生　鈴木愛美香さん
※ 今回は、学校で代表委員会の委員長を務めるなど、さまざまな活躍をしている、鈴木さんに

インタビューを行いました。鈴木さんは、生き生きとした表情で将来の夢を語っていました。

教育委員談話

瑞中　校庭芝生化完了！

　１月、２月、３月および４月に定例会を１回、１月に
臨時会を１回開催しました。
　主な議決事項、協議・報告事項は、次のとおりです。
＜主な議決事項＞
・瑞穂町立小・中学校の管理職の任命に関する内申に

ついて
・議会の議決を経るべき条例中教育に関する部分の意

見聴取について
（瑞穂町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する
条例等の一部を改正する条例）

（瑞穂町郷土資料館建設基金条例を廃止する条例） 
（瑞穂町総合体育施設建設基金条例を廃止する条例）

・瑞穂町郷土史等調査専門員設置要綱
・平成 27 年度一般会計予算の原案中教育に関する部分

の意見聴取について
・第 1次瑞穂町教育基本計画後期計画について
・第二次瑞穂町子ども読書活動推進計画について
・平成 27 年度瑞穂町立学校教育課程編成について

・瑞穂町教育委員会公告式規則の一部を改正する規則等
・瑞穂町いじめ問題調査委員会要綱
・瑞穂町教育相談室専任相談員の任命について
・瑞穂町社会教育委員の委嘱について
・瑞穂町スポーツ推進委員の委嘱について
＜主な協議・報告事項＞
・瑞穂町教育委員会の教育目標・基本方針及び平成 27

年度主要施策（案）について
・平成 26 年度瑞穂町教育委員会後援名義の使用許可の

報告について

　教育委員会の会議は、毎月１回（原則として、第４
木曜日）開催し、傍聴することができます（非公開の
事項を除きます）。
　会議はスカイホール会議室で行われ、日時は広報み
ずほに掲載されます。また、ホームページから開催内
容や過去の会議録を見ることができます。

【問合せ　教育課　☎557-6682】

What’s your  dream?　～あなたの夢は何ですか？～

あなたの夢は
何ですか？

その夢をもったきっかけは
何ですか？

夢の実現にむけて、
今頑張っていることはありますか？

町立小中学校　校庭芝生化の状況
 学校名 面　積 完了日
 三　小 ５，１４７㎡ 平成２３年１０月
 五　小 ９，４００㎡ 平成２４年１０月
 二　小 ４，７９０㎡ 平成２５年１１月
 瑞　中 ８，１３３㎡ 平成２７年　３月

写真：芝開きの様子（平成２７年３月１４日）

　平成２６年７月から行われていた、瑞中の校庭芝生化工事が３月に完了しました。
校庭の芝生化は、瑞中で４校目となります。校庭芝生化面積は、８，１３３㎡で、
都内の公立小中学校の中でも、有数の面積を誇っています。平成２７年度は、一小
で校庭芝生化工事を行います。今後も児童・生徒の体力の向上やケガの減少、児童・
生徒、保護者や地域の方々による芝生の維持管理を通じた地域コミュニティーの
活性化を目的に、町内全校での校庭芝生化を目指し事業を進めていきます。

トリマーになることです。
（ペット（犬など）の毛の
カットなど、全般的な手
入れをしてあげる仕事で
す。）

私は犬が好きなので、「犬にかかわる仕
事がしたい」と思ったのがきっかけです。
トリマーになれば、大好きな犬とずっと
一緒に仕事ができると思い、この夢を持
ちました。

犬の種類や、毛のカット方法、つめの
長さなど、本を読んでたくさん勉強し
ています。
トリマーに必ずなって、大好きな犬と
ずっと仕事をしていきたいです！
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瑞穂町郷土資料館瑞穂町郷土資料館

瑞穂第一小学校
校長　　小林　源久
副校長　久保田政子

瑞穂第三小学校
校長　　武藤　和裕
副校長　佐藤　千晴

瑞穂第五小学校
校長　　日野　元信
副校長　篠山　耕一

瑞穂第四小学校
校長　　石坂　隆文
副校長　関根　孝之

瑞穂第二小学校
校長　　地引　　平
副校長　髙橋　一広

読書講演会
　平成２６年度第２回目の読書講演会は、児童文学作
家であり、大学等で児童文学などの教鞭をとる漆原智
良さんをお迎えし、「童話　読んだり書いたり楽しもう」
と題して２月１日（日）耕心館２階多目的大広間で開
催しました。
   当日は、寒い日となったにも関わらず、大勢の皆さ
まにご来場いただき満席となる盛況でした。漆原さん
の講演は、自己の体験を通して、どうして作品がうま
れてくるのか、楽しくユーモラスに語っていただきま
した。童話を書く基本姿勢から想像力の働かせかたな

どを分かりやすい
トークで伝えてい
ただきました。
　外はとても寒い
日でしたが、会場
は漆原さんの温か
いお人柄とウイッ
トに富んだスピー
チにホットな雰囲気につつまれていました。
 【問合せ　図書館　☎557-5614】
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図書館（瑞穂町図書館・元狭山ふるさと思い出館図書室・殿ケ谷図書室・武蔵野コミュニティセンター図書室・長岡コミュニティセンター図書室）小・中学校の紹介

教育目標
○気づき考え、工夫する子
○なかよく力を合わせやりぬく子
○あかるく　じょうぶな子

 学 校 名 住所・電話番号

瑞穂第一小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎 2287
 ☎５５７－００４５

瑞穂第二小学校 瑞穂町大字長岡長谷部 250
 ☎５５７－０６４６

瑞穂第三小学校 瑞穂町大字二本木 670
 ☎５５７－０２６６

瑞穂第四小学校 瑞穂町箱根ケ崎西松原 2-1
 ☎５５７－４１４３

瑞穂第五小学校 瑞穂町大字殿ケ谷 1160
 ☎５５６－１３７７

瑞 穂 中 学 校 瑞穂町大字石畑 1961-1
 ☎５５７－００７０

瑞穂第二中学校 瑞穂町大字箱根ケ崎 1172
 ☎５５７－５５０１

各校の所在地

教育目標
○よく考える子ども
○進んでやる子ども
○健康な子ども

教育目標
○自ら学ぶ子（知・体）
○思いやりのある子（徳）
○最後までやりぬく子（知・徳・体）

教育目標
○しっかり考える子
○仲よくする子
○すすんで取り組む子

教育目標
○進んで学ぶ子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

　「元気いっぱいみんなの学校」をキャッチフレーズに、
迅速・的確・誠実をモットーに学校経営を行います。
学力向上・体力向上の他、素晴らしい地域の自然環境、
伝統や文化を活かした教育活動を推進していきます。
そして、瞳輝かせて通える瑞穂五小を目指します。なお、
平成２７年１０月９日（金）には、緑の芝生の上で、２
年間の研究成果を発表します。

　本年度着任しました石坂隆文と申します。どうぞよ
ろしくお願いします。「笑顔で、いきいきと過ごすこと
ができる安心・安全な学校」を目指します。そのために、
児童一人ひとりが活躍して輝く場面を、教育活動の中
でたくさんつくっていきます。教職員一同、情熱をもっ
て全力で教育活動に取り組んで参ります。保護者・地
域の皆様のご協力をよろしくお願いします。

　素直で伸びやかな子どもたちと、静かに情熱を注ぐ
教職員が財産です。「学び続ける人」の礎をつくるため、 
地域と結び付き、児童育成に力を尽くします。「よく考
える子ども」「進んでやる子ども」「健康な子ども」の
実現に向け、教職員の英知を集め、子供たちの育成を
進めてまいります。ご支援の程、よろしくお願いします。

　全校児童２５８名１０学級でのスタートです。「子供
たちの未来の夢をかなえるために」を教育理念に児童
が生きていくために必要な、考える、伝える、思いやる、
鍛える力を育んでまいります。本校は、１３６周年を迎
えた伝統校です。本校を支えてこられた地域の皆様の
願いを受け止め、よき伝統を大切にして、子供たちの
可能性を伸ばす教育を進めます。

　校長として１３年目となり、本校では５年目を迎えま
した。昨年度は東京都の研究指定の発表を無事に終え、
今年は、算数の研究を行います。児童の学力を向上さ
せることはもちろんですが、学校は全員が楽しくしか
も充実した日々を送れるようにすることが最大の使命
であります。そのために、教職員全員がスクラムを組
んで全力で教育活動を実践していきます。

来館者１万人達成記念式典および来館者２万人達成
　郷土資料館「けやき館」の来館者数が、３月２日に１万人を突破しました。１万人目の来館者は、町内在住の
大野愛子さんです。３月１４日に１万人達成記念式典を行い、石塚町長より記念品が贈呈されました。また、４
月２９日には来館者数が２万人を突破し、２万人目の
来館者で町内在住の古川敏子さんに記念品が贈呈さ
れました。昨年１１月１６日の開館以来、多くの方に
ご来館いただき、関係者一同、大変喜んでいます。こ
れからも講演会や企画展など事業を充実させ、「また
来たい」と思っていただける施設運営を目指していき
ます。

～　瑞穂町にある文化財めぐり　第１０回　～
古文書（清水家文書）（有形文化財）　＜所在地　瑞穂町長岡長谷部＞
　清水家は長谷部新田の草分け百姓として、享
保以来明治に至るまで、村の要職についてきた
家柄であるが、同家の特に隆盛であったのは、
化政期から明治に至る約１００年間である。古文
書もその頃のものが多い。同家が名主から戸長
に変る頃、即ち幕末から維新の頃の村の様子が
伺える資料といえる。整理済みのもの、状１０７
点、冊２６点である。重要なものは開発初期の検
地帳上下（宝暦９年（１７５９））、下って文化９
年（１８１２）の宗門人別帳、天保７年（１８３６）
の夫食拝借人数書上帳などである。その他、黒
船来航の頃の村方の動き、千人同心入隊者のこ
と。喧嘩詫証文、女房貰受、愛宕神社祭祀経緯、
東善院出入など興味ある資料も多い。また明治
２年（１８６９）には、長谷部新田は韮山県支配所、
下師岡新田は品川県支配所であったことも同家
の人別送り状でわかり、歴史の変遷と資料の重
要性との関係を再認識させられる。

【問合せ　郷土資料館　☎568-0634】

長谷部新田村絵図 開発初期の検地帳（上・下巻）

風俗営業取締御触請書 女房貰受落着一札

１万人達成記念式典の様子 来館者２万人達成の様子
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　本校では“一人一人が大切にされ、安心して学び合
える学校”をスローガンに一人ひとりの良さを認め合
い、共に学ぶことを通して互いに伸びていく学校を目
指します。特に教職員一丸となり校内研究や今年度か
ら始まるフューチャースクールを充実させて学力向上
を図るとともに、学校コンクール等の生徒主体の学校
行事を通して心身ともに健やかな成長を図りたいと考
えています。保護者の皆様、地域の皆様のご支援とご
協力を宜しくお願いいたします。

　本年度着任しました池谷と申します。経営方針の中
心に「文武両道」をすえ、「わかる喜び・できる実感・
学ぶ楽しさ」をモットーに学力向上を図ります。本校
の教育目標である「心身ともに健やかな中学生」を目
指しながら、自ら進んで学習に取り組む生徒を育成し
ます。そのために、教職員一人ひとりがその職責を自
覚し、全教職員で協力し合う「チーム瑞中」として切
磋琢磨していきます。地域の皆様や保護者の皆様のご
支援とご協力をよろしくお願いいたします。

　瑞穂中学校
校長　　池谷　芳彦
副校長　中西　規人

瑞穂第二中学校
校長　　渡辺　政彦
副校長　鳥居　利至
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教育目標
「心身ともに健やかな中学生」

　̶人間性豊かな社会の形成者育成を目指して̶
○心温かく、思いやりのある生徒
○自ら考え、正しく判断できる生徒
◎自ら進んで、学習に取り組む生徒

教育目標
よりよい生き方を求め、自立と社会性の育成を目指す
○自ら考え判断し　学び合う二中生（知）
○自他を大切に　心豊かな二中生（徳）
○何事にも挑戦し　努力する二中生（体）

教育課からのお知らせ
就学援助費の申請を忘れていませんか？
　町では、経済的な理由によりお子さんの就学費用が思うよ
うにならない家庭に対し、学用品費・給食費等の援助を行って
います。
　援助を受けられる費用は、「学用
品費」、「給食費」、「修学旅行費」、「医
療費（歯科のみ）」、「宿泊を伴う校
外活動費（スキー教室・臨海学校
等）」です。
　援助を受けられる家庭は、町に
在住していて公立の小・中学校へ
就学している家庭のうち、学用品
費・給食費等の支払が困難と認め
られた家庭です。就学援助費の認
定は、家族構成、年齢、年収等によっ
て判定します。詳しくは、下記に
お問合せください。
 【問合せ　教育課学務係　☎557-6683】

防犯カメラを町内３９カ所に設置
　生徒、児童の安全確保のため、全小学校の
通学路を中心として、昨年度防犯カメラを設
置しました。
　これは、「東京都通学路防犯設備整備補助
金」を活用するもので、本来であれば、５年
間をかけて整備を行うものですが、安全確保
の観点から町では一斉に３９カ所に設置しま
した。
　今後も通学路にとどまらず、町内各所に設
置を進めていきます。

 【問合せ　教育課学務係　☎557-6683】

委 員 の 紹 介

社会教育委員
　社会教育委員は、社会教育に関してさまざまな助言、
社会教育事業への支援および実質的な活動を行うな
ど、各分野で幅広く活躍しています。

   氏　名（敬称略）
 井上　育雄 内出　光枝 吉良　明美 久保田敢司
 中井　　明 中野　裕司 村上　豊子 山田　敏行
 小林　源久 ※任期：５月１日から平成２９年４月３０日

任期：４月１日から平成２９年３月３１日

スポーツ推進委員
　スポーツ推進委員は、住民に対して、各種スポー
ツ教室を実施するとともに、ニュースポーツの周知・
普及を図り、町のスポーツ振興のため活動していま
す。主な活動事業として、狭山丘陵や残堀川などの
ウオーキング事業、また産業まつりなどでニュース
ポーツの周知・普及活動を行っています。

任期：４月１日から平成２８年３月３１日
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  氏　名（敬称略）
 髙水　昌彦 原　幸子

中学校の部活動の活躍
瑞中、二中吹奏楽部がアンサンブルコンテストで金賞を受賞
　第４８回東京都中学校アンサンブルコンテストで、瑞
中、二中吹奏楽部が金賞を受賞しました。この大会には、
３１５校（４２５チーム）が参加しています。二中吹奏楽
部では、部員全員が熱い思いをもって日々の厳しい練習に
取り組み、一人ひとりが演奏技術を向上させた結果、今回
でまだ２回目の出場でしたが、金賞を受賞することができ
ました。
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平成２７年度の主な学校教育の施策について
　町では、児童・生徒の学力や体力の向上と豊かな心
を育むため、様々な施策に学校とともに取り組んでい
ます。本年度も第１次瑞穂町教育基本計画後期計画（学
校教育）に基づき、教育施策を推進していきます。

○ 瑞穂町フューチャースクール（中学校土曜等学習教室）
　　自ら学ぶ意欲を高める

　町内にある学習塾２社と連携、協力し、希望する
中学生を対象に、瑞中、二中を会場にして７月から
開講します。子どもたちの学ぶ意欲と学力を高める
とともに自信と向上心をもたせる取り組みです。

○ 瑞穂町ステップアップ教室（放課後等補習教室）
　　「分からない」を分かる喜びにする

　平成２６年度から小学校全校で補習の取り組みを
行っています。教員や補習指導員が一人ひとり丁寧
に支援しています。「分からないところが分かってう
れしい」といった子どもたちの声が数多く聞かれる
とともに、学力の向上につながる取り組みです。

○ みずほ伝統・文化理解鑑賞・体験教室
　　自国の文化とともに他国の文化を尊重する心を育む

　中学校第１学年の生徒を対象に、伝統・文化に親
しむ態度と自国と他国の文化を尊重する心を育む取
り組みです。本年度は、「和太鼓」の鑑賞と体験です。

○ 学力向上・健全育成・いじめ撲滅
　　子どもたちの生きる力と人権尊重の態度を育む

　町教育委員会において、学力向上推進委員会、健
全育成推進会議、いじめ問題対策委員会を設置し、
教員が知恵を出し合い、オール瑞穂で課題解決にあ
たります。

○ 英語検定
　　英検４級合格を目指し、英語力を向上させる

　中学校２年生を対象に英語検定を受検させ、自ら
学習する意欲を高めます。また、本年度から英語検
定用のテキストを配付し、生徒の事前学習を支援し
ます。

○ 漢字検定
　　子ども一人ひとりの日頃の取組成果を把握する

　小学校第３・５学年を対象に実施します。この取
り組みにより、検定の合格率が年々上昇しています。

○ 東京ベーシックドリル
　　小学校・中学校で基礎固めをする

　小学校１年生から４年生までの学習内容を繰り返
し取り組めるようにした東京都教育委員会作成の「東
京ベーシックドリル」の算数を製本し、小学校５年生、
６年生、中学校１年生の児童・生徒に配付します。

　７月から、町内学習塾２社と連携、協力して、希望する全中学生を
対象に、土曜日（月２回程度）と夏・冬の長期休業中を活用した学習
教室「瑞穂町フューチャースクール」を開講します。
　５月に申込みチラシを全中学生に配布し、募集をはじめたところ、
１９２名という多くの申込みがありました。今月の１３日（土）には、
参加する生徒の保護者を対象に「瑞穂町フューチャースクール保護
者会」を町民会館で開催し、学習内容や参加のきまりなどの説明を
行うとともに、保護者と学校、教育委員会、学習塾が一体となって子
どもたちを高めていく会としていきます。
　「瑞穂町フューチャースクール」をとおして、子どもたちの学習意
欲の向上や自信と達成感、成就感をもたせるようにしていきます。み
ずほの教育１０月号でも取り組みの様子などをお知らせします。町ぐ
るみで、子どもたちの「学力向上」を図るため、本取り組みの推進に
ご協力をお願いいたします。

【問合せ　指導課　☎557-6694】

希望する全中学生を対象とした学習教室「瑞穂町フューチャースクール」　７月開講！！

　社会がめまぐるしく変化するなか、人間関係の複雑
化や家庭教育に関する価値観の多様化などが課題と
なっています。これまで瑞穂町ＰＴＡ連合会の皆さま
が行ってきた講演会の取り組みを、平成２７年度から
瑞穂町ＰＴＡ連合会・瑞穂町立学校校長会・教育委員
会の共催として「家庭教育講演会」を開催し、子ども
たちを支える大人が一層連携を深める機会とします。

　本年度は、下記のとおり開催します。今回お招きす
る講師の「鍵山秀三郎先生」は、株式会社イエローハッ
トの創業者であり、「日本を美しくする会相談役」とし
て世界的にも大変有名な先生です。
　どなたでも参加できますので、是非お越しください。
お待ちしています。

○ 開催日時：平成２７年８月８日（土）午後１時３０分～２時３０分まで
○ 開催場所 ：瑞穂ビューパーク・スカイホール小ホール
○ 参加費用 ：無　料
○ 講　　師 ：株式会社イエローハット創業者・日本を美しくする会相談役
 　鍵山　秀三郎（かぎやま　ひでさぶろう） 先生
○ 演　　題 ：ひとつ拾えば、ひとつきれいになる
 【問合せ　指導課　☎557-6694】

「家庭教育講演会」を開催します（どなたでも参加できます）

瑞穂町校内研究推進校、東京都教育委員会各指定校の紹介

　現在、町の通級指導学級（コミュニケーション教室）
は、一小、四小、瑞中、二中及び一小の分室として三
小に設置しています。通級指導学級は、児童・生徒が、
通常の学級に在籍しながら特別な時間を設定し、教科
の指導のほかに、コミュニケーションスキルを身に付
けさせるなど一人ひとりに応じた指導・支援を行う教
室です。
　これまで、三小では、一小の通級指導学級分室とし
て平成２６年６月に開室し、児童の指導・支援ととも
に、開級に向けた準備を進めてきましたが、５月１８日

に、正式に三小通級指導学級「さくら学級」がスター
トしました。
　三小に通級指導学級を開級することにより、特別支
援教育の更なる充実やこれまで三小から他校の通級指
導を受けていた児童・保護者の負担感等の課題解消に
つなげることができます。
　これからも、教育委員会は、町のすべての学校や地
域・家庭と連携し、特別支援教育を推進するとともに、
児童・生徒の一人ひとりのニーズに応じた支援の充実
を図っていきます。

三小に「通級指導学級（コミュニケーション教室）さくら学級」が開級しました

　小・中学校では、電子黒板や指導者用デジタル教科書などＩＣＴを効果的に活用し、
児童・生徒の学習に対する意欲を高め、理解が深まる授業を全校で推進しています。
　なお、小学校では、ＩＣＴ環境整備の一環として、平成２７年度の教科書採択替え
に伴い、新しい教科書に対応した指導者用デジタル教科書を、防衛省の特定防衛施
設周辺整備交付金事業により購入しました。
※ＩＣＴとは、Information ＆ Communication Technology の略で、

情報や通信に関する技術の総称です。

ＩＣＴを活用した授業

電子黒板を活用した授業

瑞穂町校内研究推進校（全校指定）
＜校内研究主題＞
一小「思考力・判断力・表現力の育成 ～児童の考えを引き出す算数的活動の工夫～」（算数科）
二小「意欲的に自分の考えを伝えようとする子の育成」（全教科）
三小「自分の考えを表現し、学び合う児童の育成」（算数科）
四小「考えたことを表現できる子どもの育成 ～他教科等で生かせる力を育

む国語の授業～」（国語科）
五小「できる・分かる喜びや楽しさを味わい、進んで運動に取り組む児童

の育成 ～心と体を育む体つくり運動を通して～」（体育科）
瑞中「確かな基礎学力の向上を目指して」（全教科）
二中「見通しを立てたり、振り返ったりする学習の重視」（全教科）
※ 本年度は、五小（１０月９日開催）、二中（２月９日開催）が研究発表会を開催します。

東京都教育委員会各種指定校
＜オリンピック・パラリンピック
教育推進校＞
二小、三小、五小、瑞中

＜コオーディネーショントレーニング
実践研究校＞
五小

＜安全教育推進校＞
一小
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三小「自分の考えを表現し、学び合う児童の育成」（算数科）
四小「考えたことを表現できる子どもの育成 ～他教科等で生かせる力を育

む国語の授業～」（国語科）
五小「できる・分かる喜びや楽しさを味わい、進んで運動に取り組む児童

の育成 ～心と体を育む体つくり運動を通して～」（体育科）
瑞中「確かな基礎学力の向上を目指して」（全教科）
二中「見通しを立てたり、振り返ったりする学習の重視」（全教科）
※ 本年度は、五小（１０月９日開催）、二中（２月９日開催）が研究発表会を開催します。

東京都教育委員会各種指定校
＜オリンピック・パラリンピック
教育推進校＞
二小、三小、五小、瑞中

＜コオーディネーショントレーニング
実践研究校＞
五小

＜安全教育推進校＞
一小
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　本校では“一人一人が大切にされ、安心して学び合
える学校”をスローガンに一人ひとりの良さを認め合
い、共に学ぶことを通して互いに伸びていく学校を目
指します。特に教職員一丸となり校内研究や今年度か
ら始まるフューチャースクールを充実させて学力向上
を図るとともに、学校コンクール等の生徒主体の学校
行事を通して心身ともに健やかな成長を図りたいと考
えています。保護者の皆様、地域の皆様のご支援とご
協力を宜しくお願いいたします。

　本年度着任しました池谷と申します。経営方針の中
心に「文武両道」をすえ、「わかる喜び・できる実感・
学ぶ楽しさ」をモットーに学力向上を図ります。本校
の教育目標である「心身ともに健やかな中学生」を目
指しながら、自ら進んで学習に取り組む生徒を育成し
ます。そのために、教職員一人ひとりがその職責を自
覚し、全教職員で協力し合う「チーム瑞中」として切
磋琢磨していきます。地域の皆様や保護者の皆様のご
支援とご協力をよろしくお願いいたします。

　瑞穂中学校
校長　　池谷　芳彦
副校長　中西　規人

瑞穂第二中学校
校長　　渡辺　政彦
副校長　鳥居　利至
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教育目標
「心身ともに健やかな中学生」

　̶人間性豊かな社会の形成者育成を目指して̶
○心温かく、思いやりのある生徒
○自ら考え、正しく判断できる生徒
◎自ら進んで、学習に取り組む生徒

教育目標
よりよい生き方を求め、自立と社会性の育成を目指す
○自ら考え判断し　学び合う二中生（知）
○自他を大切に　心豊かな二中生（徳）
○何事にも挑戦し　努力する二中生（体）

教育課からのお知らせ
就学援助費の申請を忘れていませんか？
　町では、経済的な理由によりお子さんの就学費用が思うよ
うにならない家庭に対し、学用品費・給食費等の援助を行って
います。
　援助を受けられる費用は、「学用
品費」、「給食費」、「修学旅行費」、「医
療費（歯科のみ）」、「宿泊を伴う校
外活動費（スキー教室・臨海学校
等）」です。
　援助を受けられる家庭は、町に
在住していて公立の小・中学校へ
就学している家庭のうち、学用品
費・給食費等の支払が困難と認め
られた家庭です。就学援助費の認
定は、家族構成、年齢、年収等によっ
て判定します。詳しくは、下記に
お問合せください。
 【問合せ　教育課学務係　☎557-6683】

防犯カメラを町内３９カ所に設置
　生徒、児童の安全確保のため、全小学校の
通学路を中心として、昨年度防犯カメラを設
置しました。
　これは、「東京都通学路防犯設備整備補助
金」を活用するもので、本来であれば、５年
間をかけて整備を行うものですが、安全確保
の観点から町では一斉に３９カ所に設置しま
した。
　今後も通学路にとどまらず、町内各所に設
置を進めていきます。

 【問合せ　教育課学務係　☎557-6683】

委 員 の 紹 介

社会教育委員
　社会教育委員は、社会教育に関してさまざまな助言、
社会教育事業への支援および実質的な活動を行うな
ど、各分野で幅広く活躍しています。

   氏　名（敬称略）
 井上　育雄 内出　光枝 吉良　明美 久保田敢司
 中井　　明 中野　裕司 村上　豊子 山田　敏行
 小林　源久 ※任期：５月１日から平成２９年４月３０日

任期：４月１日から平成２９年３月３１日

スポーツ推進委員
　スポーツ推進委員は、住民に対して、各種スポー
ツ教室を実施するとともに、ニュースポーツの周知・
普及を図り、町のスポーツ振興のため活動していま
す。主な活動事業として、狭山丘陵や残堀川などの
ウオーキング事業、また産業まつりなどでニュース
ポーツの周知・普及活動を行っています。

任期：４月１日から平成２８年３月３１日

　次の方々へ社会教育委員、スポーツ推進委員を委嘱しました。 子どもたちの情報モラルを育成する「ストップ２２」キャンペーン
　現在、子どもたちのスマートフォンや携帯電話、
インターネットの長時間使用が問題となっています。
　町でも、スマートフォンや携帯電話の所持が増え、
一日３時間以上使用する子どもたちが小・中学生と
も増えています。
　便利になる一方で、情報モラルにおいて様々な問
題やトラブルも発生しています。例えば、深夜遅く
まで使用していることで、生活リズムが乱れ、体調
不良になったり、ＬＩＮＥ等に不適切な書き込みから
トラブルに巻き込まれたりすることなど、多くの問
題が懸念されるところです。
　瑞穂町教育委員会では、これらの問題の解消とと
もに、子どもたちの健やかな成長を町全体で促して
いくため、午後１０時（２２時）以降のスマートフォ
ン、携帯電話等の使
用を控えさせるキャ
ンペーン「ストップ
２２」を実施します。

  氏　名（敬称略）
 髙水　昌彦 原　幸子

中学校の部活動の活躍
瑞中、二中吹奏楽部がアンサンブルコンテストで金賞を受賞
　第４８回東京都中学校アンサンブルコンテストで、瑞
中、二中吹奏楽部が金賞を受賞しました。この大会には、
３１５校（４２５チーム）が参加しています。二中吹奏楽
部では、部員全員が熱い思いをもって日々の厳しい練習に
取り組み、一人ひとりが演奏技術を向上させた結果、今回
でまだ２回目の出場でしたが、金賞を受賞することができ
ました。
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瑞穂町郷土資料館瑞穂町郷土資料館

瑞穂第一小学校
校長　　小林　源久
副校長　久保田政子

瑞穂第三小学校
校長　　武藤　和裕
副校長　佐藤　千晴

瑞穂第五小学校
校長　　日野　元信
副校長　篠山　耕一

瑞穂第四小学校
校長　　石坂　隆文
副校長　関根　孝之

瑞穂第二小学校
校長　　地引　　平
副校長　髙橋　一広

読書講演会
　平成２６年度第２回目の読書講演会は、児童文学作
家であり、大学等で児童文学などの教鞭をとる漆原智
良さんをお迎えし、「童話　読んだり書いたり楽しもう」
と題して２月１日（日）耕心館２階多目的大広間で開
催しました。
   当日は、寒い日となったにも関わらず、大勢の皆さ
まにご来場いただき満席となる盛況でした。漆原さん
の講演は、自己の体験を通して、どうして作品がうま
れてくるのか、楽しくユーモラスに語っていただきま
した。童話を書く基本姿勢から想像力の働かせかたな

どを分かりやすい
トークで伝えてい
ただきました。
　外はとても寒い
日でしたが、会場
は漆原さんの温か
いお人柄とウイッ
トに富んだスピー
チにホットな雰囲気につつまれていました。
 【問合せ　図書館　☎557-5614】
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図書館（瑞穂町図書館・元狭山ふるさと思い出館図書室・殿ケ谷図書室・武蔵野コミュニティセンター図書室・長岡コミュニティセンター図書室）小・中学校の紹介

教育目標
○気づき考え、工夫する子
○なかよく力を合わせやりぬく子
○あかるく　じょうぶな子

 学 校 名 住所・電話番号

瑞穂第一小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎 2287
 ☎５５７－００４５

瑞穂第二小学校 瑞穂町大字長岡長谷部 250
 ☎５５７－０６４６

瑞穂第三小学校 瑞穂町大字二本木 670
 ☎５５７－０２６６

瑞穂第四小学校 瑞穂町箱根ケ崎西松原 2-1
 ☎５５７－４１４３

瑞穂第五小学校 瑞穂町大字殿ケ谷 1160
 ☎５５６－１３７７

瑞 穂 中 学 校 瑞穂町大字石畑 1961-1
 ☎５５７－００７０

瑞穂第二中学校 瑞穂町大字箱根ケ崎 1172
 ☎５５７－５５０１

各校の所在地

教育目標
○よく考える子ども
○進んでやる子ども
○健康な子ども

教育目標
○自ら学ぶ子（知・体）
○思いやりのある子（徳）
○最後までやりぬく子（知・徳・体）

教育目標
○しっかり考える子
○仲よくする子
○すすんで取り組む子

教育目標
○進んで学ぶ子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

　「元気いっぱいみんなの学校」をキャッチフレーズに、
迅速・的確・誠実をモットーに学校経営を行います。
学力向上・体力向上の他、素晴らしい地域の自然環境、
伝統や文化を活かした教育活動を推進していきます。
そして、瞳輝かせて通える瑞穂五小を目指します。なお、
平成２７年１０月９日（金）には、緑の芝生の上で、２
年間の研究成果を発表します。

　本年度着任しました石坂隆文と申します。どうぞよ
ろしくお願いします。「笑顔で、いきいきと過ごすこと
ができる安心・安全な学校」を目指します。そのために、
児童一人ひとりが活躍して輝く場面を、教育活動の中
でたくさんつくっていきます。教職員一同、情熱をもっ
て全力で教育活動に取り組んで参ります。保護者・地
域の皆様のご協力をよろしくお願いします。

　素直で伸びやかな子どもたちと、静かに情熱を注ぐ
教職員が財産です。「学び続ける人」の礎をつくるため、 
地域と結び付き、児童育成に力を尽くします。「よく考
える子ども」「進んでやる子ども」「健康な子ども」の
実現に向け、教職員の英知を集め、子供たちの育成を
進めてまいります。ご支援の程、よろしくお願いします。

　全校児童２５８名１０学級でのスタートです。「子供
たちの未来の夢をかなえるために」を教育理念に児童
が生きていくために必要な、考える、伝える、思いやる、
鍛える力を育んでまいります。本校は、１３６周年を迎
えた伝統校です。本校を支えてこられた地域の皆様の
願いを受け止め、よき伝統を大切にして、子供たちの
可能性を伸ばす教育を進めます。

　校長として１３年目となり、本校では５年目を迎えま
した。昨年度は東京都の研究指定の発表を無事に終え、
今年は、算数の研究を行います。児童の学力を向上さ
せることはもちろんですが、学校は全員が楽しくしか
も充実した日々を送れるようにすることが最大の使命
であります。そのために、教職員全員がスクラムを組
んで全力で教育活動を実践していきます。

来館者１万人達成記念式典および来館者２万人達成
　郷土資料館「けやき館」の来館者数が、３月２日に１万人を突破しました。１万人目の来館者は、町内在住の
大野愛子さんです。３月１４日に１万人達成記念式典を行い、石塚町長より記念品が贈呈されました。また、４
月２９日には来館者数が２万人を突破し、２万人目の
来館者で町内在住の古川敏子さんに記念品が贈呈さ
れました。昨年１１月１６日の開館以来、多くの方に
ご来館いただき、関係者一同、大変喜んでいます。こ
れからも講演会や企画展など事業を充実させ、「また
来たい」と思っていただける施設運営を目指していき
ます。

～　瑞穂町にある文化財めぐり　第１０回　～
古文書（清水家文書）（有形文化財）　＜所在地　瑞穂町長岡長谷部＞
　清水家は長谷部新田の草分け百姓として、享
保以来明治に至るまで、村の要職についてきた
家柄であるが、同家の特に隆盛であったのは、
化政期から明治に至る約１００年間である。古文
書もその頃のものが多い。同家が名主から戸長
に変る頃、即ち幕末から維新の頃の村の様子が
伺える資料といえる。整理済みのもの、状１０７
点、冊２６点である。重要なものは開発初期の検
地帳上下（宝暦９年（１７５９））、下って文化９
年（１８１２）の宗門人別帳、天保７年（１８３６）
の夫食拝借人数書上帳などである。その他、黒
船来航の頃の村方の動き、千人同心入隊者のこ
と。喧嘩詫証文、女房貰受、愛宕神社祭祀経緯、
東善院出入など興味ある資料も多い。また明治
２年（１８６９）には、長谷部新田は韮山県支配所、
下師岡新田は品川県支配所であったことも同家
の人別送り状でわかり、歴史の変遷と資料の重
要性との関係を再認識させられる。

【問合せ　郷土資料館　☎568-0634】

長谷部新田村絵図 開発初期の検地帳（上・下巻）

風俗営業取締御触請書 女房貰受落着一札

１万人達成記念式典の様子 来館者２万人達成の様子
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児童・生徒数（平成２７年５月１日 現在） 単位：人

 一小 二小 三小 四小 五小 小学校計 瑞中 二中 中学校計 小・中学校合計
 394 259 376 504 196 1,729 466 478 944 2,673

再生紙、環境にやさしい「大豆インク」を使っています。
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教育委員会定例会・臨時会報告

　今年の春も、黄色い帽子を被った新一年生が、元気
に学校へ通う姿が見られました。毎年のこととはいえ、
とても微笑ましく感じました。
　町では、こうした子どもたちが安心して通学できる
よう、通学路や公園に防犯カメラを設置し、見守り活
動と合わせ、子どもたちの安全を守っていきます。
　また、４月には約６０年ぶりに教育委員会制度が改
正され、学校内での「いじめ」など、重大事案が発生
した場合、町長が主催する「総合教育会議」の中で、

町と教育委員会が一体となって対応
する仕組みがスタートしました。
　子どもたちを取り巻く犯罪が増加
している中で、子どもたちが安心し
て学べる教育環境の整備と、健全な
育成のため、その職務を果たしてい
きたいと思います。

【問合せ　教育課　☎557-6682】

第７回：瑞穂町教育委員会　教育委員長　森田　義男

 すず き あ み か

第１回：一小　６年生　鈴木愛美香さん
※ 今回は、学校で代表委員会の委員長を務めるなど、さまざまな活躍をしている、鈴木さんに

インタビューを行いました。鈴木さんは、生き生きとした表情で将来の夢を語っていました。

教育委員談話

瑞中　校庭芝生化完了！

　１月、２月、３月および４月に定例会を１回、１月に
臨時会を１回開催しました。
　主な議決事項、協議・報告事項は、次のとおりです。
＜主な議決事項＞
・瑞穂町立小・中学校の管理職の任命に関する内申に

ついて
・議会の議決を経るべき条例中教育に関する部分の意

見聴取について
（瑞穂町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する
条例等の一部を改正する条例）

（瑞穂町郷土資料館建設基金条例を廃止する条例） 
（瑞穂町総合体育施設建設基金条例を廃止する条例）

・瑞穂町郷土史等調査専門員設置要綱
・平成 27 年度一般会計予算の原案中教育に関する部分

の意見聴取について
・第 1次瑞穂町教育基本計画後期計画について
・第二次瑞穂町子ども読書活動推進計画について
・平成 27 年度瑞穂町立学校教育課程編成について

・瑞穂町教育委員会公告式規則の一部を改正する規則等
・瑞穂町いじめ問題調査委員会要綱
・瑞穂町教育相談室専任相談員の任命について
・瑞穂町社会教育委員の委嘱について
・瑞穂町スポーツ推進委員の委嘱について
＜主な協議・報告事項＞
・瑞穂町教育委員会の教育目標・基本方針及び平成 27

年度主要施策（案）について
・平成 26 年度瑞穂町教育委員会後援名義の使用許可の

報告について

　教育委員会の会議は、毎月１回（原則として、第４
木曜日）開催し、傍聴することができます（非公開の
事項を除きます）。
　会議はスカイホール会議室で行われ、日時は広報み
ずほに掲載されます。また、ホームページから開催内
容や過去の会議録を見ることができます。

【問合せ　教育課　☎557-6682】

What’s your  dream?　～あなたの夢は何ですか？～

あなたの夢は
何ですか？

その夢をもったきっかけは
何ですか？

夢の実現にむけて、
今頑張っていることはありますか？

町立小中学校　校庭芝生化の状況
 学校名 面　積 完了日
 三　小 ５，１４７㎡ 平成２３年１０月
 五　小 ９，４００㎡ 平成２４年１０月
 二　小 ４，７９０㎡ 平成２５年１１月
 瑞　中 ８，１３３㎡ 平成２７年　３月

写真：芝開きの様子（平成２７年３月１４日）

　平成２６年７月から行われていた、瑞中の校庭芝生化工事が３月に完了しました。
校庭の芝生化は、瑞中で４校目となります。校庭芝生化面積は、８，１３３㎡で、
都内の公立小中学校の中でも、有数の面積を誇っています。平成２７年度は、一小
で校庭芝生化工事を行います。今後も児童・生徒の体力の向上やケガの減少、児童・
生徒、保護者や地域の方々による芝生の維持管理を通じた地域コミュニティーの
活性化を目的に、町内全校での校庭芝生化を目指し事業を進めていきます。

トリマーになることです。
（ペット（犬など）の毛の
カットなど、全般的な手
入れをしてあげる仕事で
す。）

私は犬が好きなので、「犬にかかわる仕
事がしたい」と思ったのがきっかけです。
トリマーになれば、大好きな犬とずっと
一緒に仕事ができると思い、この夢を持
ちました。

犬の種類や、毛のカット方法、つめの
長さなど、本を読んでたくさん勉強し
ています。
トリマーに必ずなって、大好きな犬と
ずっと仕事をしていきたいです！


